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 共産党市議団は８月議会に、市民のみなさんの平和と暮らし

を守る願いを込めた、「消費税増税反対の意見書」「オスプレイ

配備撤回、饗庭野演習場での訓練反対」「介護保険の要支援１・

２を保険から外さないことを求める意見書」を提案しました。 
 

 オスプレイを使って高島市饗庭野演習場で訓練を行うことは

許されません。介護保険から要支援を外したら深刻な問題とな

ります。これら意見書に公明党や保守系会派は反対しました。 

 今任期最後となる８月定例市議会は９月２０

日まで開催されました。共産党市議団は、一般

質問や議案審議で暮らしの要求実現を求めまし

た。３本の意見書の提案を行いました。 
 今議会に新病院整備のための構想策定委託のた

めの予算が計上されました。現野洲病院がなくな

るとすれば、市民の命と健康を守る新病院の整備

は必要です。 

市議会でも議論がされてきましたが７名が反対

であっため市長が「検討の凍結」をしていました

が、今議会に進めるための予算を提案したもので

す。予算には、井狩・立入・市木・坂口議員の４

議員が反対しました。 
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議    案 共産党  野 洲 ネ ッ ト 野 洲新風クラブ 政 友 会 新政クラブ 

新病院の整備を進めるための基本構想策定委託の補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 

高い国保税を押し付ける国民健康保険会計決算 ● ● ● ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ 

消費税の増税中止を求める意見書 
※自公民が強行する来年４月実施の増税をやめるよう求めました 

○ ○ ○ ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ― ● ● ● 

オスプレイ配備撤回、饗庭野演習場での訓練中止を求める意見書 
※１０月に高島市でオスプレイを使った日米合同訓練が。「訓練やめよ」を求めました 

○ ○ ○ ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ― ● ● ● 

介護保険の要支援１、２を保険から外さないことを求める意見書 
※政府は介護保険から要支援を外そうとしています。これに反対する意見書です 

○ ○ ○ ● ● ● ● 

 

〇 ● ● ● ● ● ● ● ― ● ● ● 

 

公明党 

議長は採決に加わらず。田中孝嗣議員は欠席 

議
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 ６月定例市議会は、２月２８日から３月２５日の予定で開

催されます。ご意見やご要望をお気軽にお寄せください 

日本共産党市議団ニュース              ２０１３年１０月２３日                              （２） 

総務常任委員会委

員。議会改革特別委

員会委員長。議会運

営委員会委員。 

 

文教福祉常任委員

会委員。湖南広域行

政組合議会議員。 

環境経済建設常任

委員会副委員長。

守山野洲行政事務

組合議員。 

国保会計の平成２４年度決算では、「国保税

が余った」と言って、基金と繰越金が実に２億

８７１２万円にもなっています。これは３年

前、「国保会計が大変」と言って、３０％もの

大幅な値上げを行った結果です。 

そもそも国民健康保険制度は法律に基づく

社会保障制度です。にもかかわらず、大幅な値

上げに加え、市は「国保は互助制度・医療保険

間の公平性」と言って、一般会計からの繰り入

れを大幅に減額し、高い国保税に追い打ちをか

けました。 

共産党市議団は、一般質問や議案審議で「払

えない人には保険証まで取り上げている。国保

税の引き下げを行うべき」と求めました。 

市
内
の
小
学
校
で
新
学
期
か
ら

授
業
が
成
り
立
た
な
い
よ
う
な
状

況
に
あ
る
ク
ラ
ス
が
複
数
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
の
根

本
的
な
問
題
と
し
て
担
任
教
員
が

生
徒
と
向
き
合
う
現
実
的
な
時
間

や
精
神
的
な
心
の
余
裕
が
な
い
な

ど
、
教
員
の
置
か
れ
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
対
応
と

し
て
、「
少
人
数
学
級
の
実
現
や
加

配
の
支
援
員
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
」
と
求
め
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
は
、「
国
、
県
に
対
し
て
少
人
数

学
級
編
制
の
早
期
実
現
を
要
望
し

て
い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

   

若
者
を
使
い
捨
て
す
る
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
共
産
党
の
国
会
で
の
追
及
に

よ
り
、
国
に
よ
る
実
態
調
査
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
野
洲
市
内
で
も
、

雇
用
の
調
査
や
企
業
へ
の
指
導
が

必
要
と
求
め
ま
し
た
。
答
弁
で
は

「
市
だ
け
の
把
握
は
出
来
て
い
な

い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
な

が
ら
商
工
会
や
工
業
会
に
働
き
か

け
て
い
く
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

現
在
、
野
洲
市
で
は
市
民
レ
ベ

ル
で
家
棟
川
観
光
遊
覧
船
や
野
洲

で
ん
く
う
の
会
を
始
め
多
様
な
市

民
活
動
で
環
境
保
全
や
観
光
振
興

の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
レ
ベ
ル
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
行
政
自
身
が
野
洲
市

の
「
山
・
川
・
琵
琶
湖
」
を
生
か

し
た
ま
ち
お
こ
し
・
環
境
・
産
業

施
策
を
立
て
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
市
は
「
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
ま
ち
づ
く
り
は
支
援
だ
と

考
え
る
。
市
主
体
で
は
持
続
可
能

性
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
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安
倍
首
相
が
進
め
る
憲
法
９６
条

（
改
正
条
項
）
改
定
は
、
ア
メ
リ

カ
の
行
う
戦
争
に
自
衛
隊
が
参
加

す
る
た
め
に
、
戦
争
放
棄
条
項
（
９

条
）
を
改
悪
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
市
民
の
平
和
と
安
全
に
責
任

を
持
つ
市
長
と
し
て
の
見
解
を
質

問
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
現
行
の

枠
内
で
対
応
可
能
。
改
正
の
必
要

は
な
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 
高
齢
で
病
弱
な
祖
父
母
か
ら
「
毎

週
土
曜
日
、
二
人
の
男
児
の
孫
を
見

て
お
り
、
と
て
も
身
が
持
た
な
い
。

土
曜
保
育
を
」
と
言
う
声
を
聴
き
質

問
し
ま
し
た
。
市
は
「
要
望
は
聞
い

て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
課
題
を
整
理
し
検
討
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
祖
父
母
が
６０
歳
で
定
年
退
職
し

た
家
庭
は
、
退
所
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
６５
歳
以
上
の
祖
父
母
な

ら
預
か
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
入

所
を
認
め
ま
せ
ん
。
実
態
に
合
わ
な

い
基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。 

  

新
病
院
整
備
を
議
論
す
る
「
基
本

構
想
検
討
委
員
会
は
、
駅
南
口
の
景

観
も
考
え
圧
迫
感
の
な
い
空
間
が

必
要
で
あ
り
、
景
観
審
議
会
で
の
議

論
が
必
要
。
ま
た
、
企
画
調
整
課
だ

け
で
な
く
、
都
市
計
画
課
も
か
か
わ

り
を
持
つ
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

答
弁
で
は
「
進
捗
状
況
も
含
め
審
議

会
に
か
け
る
。
都
市
計
画
課
だ
け
で

な
く
、
市
民
部
、
文
化
、
健
康
、
街

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
関
連
課
も
情

報
を
共
有
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 


